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南アルプスIC新産業拠点整備事業に伴う発
掘調査で出土した弥生土器の出土状況です。
住居跡から出土したもので、文様などから
長野県などの中部高地の特徴を色濃く持つ
土器であることがわかりました。
周辺からは同じ頃の東海地方の特徴を持つ
土器も出土しており、北の山側の文化と南
の海側の文化がちょうど交わる地域であっ
たことがわかります。

　弥生時代後期初頭の土器
 （寺部村附第10遺跡）

南アルプス

市議会だより
市民と議会を結ぶ情報誌
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代
表
・
一
般
質
問

  ※

７
〜
14 
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
12
月
12
、
13
日
に
11
名
の

議
員
が
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
１
日
か
ら
20
日

ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
丸
市
長
か
ら
、
条
例
案
11
件
、
補
正
予
算
案
９

件
、
指
定
管
理
者
に
関
す
る
案
12
件
、
ほ
か
９
件
、

合
わ
せ
て
41
案
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
４
ペ
ー
ジ
参
照

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
補
正
額
を
11
億
７
２

１
２
万
４
千
円
と
し
、
予
算
総
額
を
３
６
２
億
９
８

７
３
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

議
案
第
69
号
「
南
ア
ル
プ
ス
市
公
共
下
水
道
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
は
討
論
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
の
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

※

３
ペ
ー
ジ
上
段
参
照

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
そ
れ
以
外
の
案
件
は
、
い

ず
れ
も
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
２
件
の
請
願
が
あ
り
、
う
ち
１
件
に
つ

い
て
は
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

３
ペ
ー
ジ
下
段
参
照

一
般
会
計
補
正
予
算

11
億
７
千
万
円
を
可
決

第4回定例会（12月）の概要 12月1日～12月20日開催

　第４回定例会で決まった注目案件（補正予算）

が
ん
患
者
に

補
整
具
の
購
入
費
用
を
助
成

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支
援
事
業

76万円

・
が
ん
患
者
の
方
の
精
神
的

・
社
会
的
な
負
担
の
軽
減 

　

を
図
る
た
め
、
補
整
具
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る

●
補
助
金
の
上
限

　
　

ウ
ィ
ッ
グ　

２
万
円

　
　

乳
房
用
補
正
下
着　

２
万
円

　
　

人
工
乳
房　

10
万
円

市
外
や
私
立
の
小
中
学
校
に
通
う

児
童
生
徒
等
に
も
給
食
費
等
を
補
助

学
校
給
食
費
等
補
助
金
交
付
事
業

1628万円

・
南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
令
和
５
年
４
月
か
ら
南
ア
ル

　

プ
ス
市
立
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

・
市
外
や
私
立
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
等
は 

　

給
食
費
無
償
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

・
こ
れ
ら
の
児
童
生
徒
に
も
給
食
費

・
弁
当
代
分
の

　

補
助
金
を
交
付
す
る

(
限
度
額
あ
り
)

●
対
象

　

保
護
者
お
よ
び
児
童
生
徒
が

南
ア
ル
プ
ス
市
在
住
で
あ
っ
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

の
保
護
者

①
南
ア
ル
プ
ス
市
以
外
の
公
立

   

学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
私
立
学
校
に
在
学
し
、

　
　

給
食
ま
た
は
弁
当
を
食
べ
て
い
る

②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
を
理
由
に
持
参
し
た
弁
当
を

　
　
食
べ
て
い
る

③
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
所

　
　

し
、
持
参
し
た
弁
当
を
食
べ
て
い
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
給
付
金

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
価
格
高
騰
重
点
支
援

給
付
金
支
給
事
業

４億1342万円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
、
１
世
帯
あ
た
り
７
万
円
を

　
　
支
給
す
る

・
財
源
は
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

南
ア
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
交
差
点
を
改
良

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備
事
業

3594万円

・
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
対
策
と
し

　

て
交
差
点
を
改
良
す
る

●
改
良
す
る
交
差
点

　
　

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
入
口
交
差
点

　
　

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
西
交
差
点

「
こ
ど
も
計
画
」
策
定
に
向
け
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
進
捗
管
理
事
業

295万円

・
「
こ
ど
も
基
本
法
」
の
施
行
に
伴
う

「
こ
ど
も
計
画
」

　

 

を
策
定
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
、

　

 

各
種
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
す
る

市
特
別
職
お
よ
び
市
職
員
の

給
与
を
改
定

職
員
給
与
支
給
事
務
（
特
別
職
含
む
）

6593万円

・
人
事
院
お
よ
び
山
梨
県
人
事
委
員
会
の
給
与
勧
告
に

　

 

伴
い
給
与
を
改
定

・
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
０
・
１
月
分
引
き
上

　

げ
る
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　 国による過度な料金介入は、 様々な弊害を引き起こす

ため許されない。

　市には、 地方自治を守る姿勢と、 物価高騰で苦しむ市

民や中小事業者の従量区分の見直しや軽減措置の検討と

いった慎重な対応が求められるため、 反対する。

議案第69号   南アルプス市公共下水道条例の一部改正について　　　　　　　

討 論　　                         私はこう考える

一般会計繰入れを含めた

負担軽減策を

松野 昇平 議員反
　
対

賛
　
成

賛成！ 反対！

　 下水道処理費用に対する収入は約半分で、 残りは一般会

計繰入金で賄っている。

　公営企業は受益者負担が原則で、 税負担の公平性からも

課題がある。 また、 持続的な下水道事業は必須であること

から料金改定に賛成する。

一般会計からの

繰入金補填額の減額を

花輪 幸長 議員

討論後の起立採決の結果、賛成多数で原案は可決となりました。

  　　議案の概要　　　　
下水道事業経営の健全化のため、下水道使用料の改定を行う。

　　　　請願第5-2 号   「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の
　　　　　　　　　　採択を求める請願書　　　　　　

  　　請願の概要　　　　
下記の項目の早期実現を求め、議会から国等へ意見書を提出すること

　　　　　　　　　　　・労働者の生活を支えるため、最低賃金1,500円以上をめざすこと。
　　　　　　　　　　　・最低賃金法を全国一律最低賃金制度に改正すること。
　　　　　　　　　　　・最低賃金の引き上げができ、経営が継続できるように、中小企業への支援策を
　　　　　　　　　　　　最大限拡充し、国民の生命とくらしを守ること。

　 本請願は、 最低賃金の大幅引上げに伴う、 地域間格差

をなくすための法改正と解釈するが、 受給者側と雇用者

側相互のバランスが考慮されていないことと、 中小企業

や零細企業に対しての配慮が見られないため反対する。

最低賃金の引上げは、

雇用者側の配慮がない

野中 國幹 議員反
　
対

賛
　
成 　 近年、 賃金は上がらず、 消費経済力の低迷の中で経済成

長が止まり、激しい物価高騰にも見舞われている。政府には、

働く者の生活を支える最低賃金の引き上げと、 中小企業へ

の充分な支援策を求めるため、 請願に賛成する。

中小企業を支援し、

最低賃金の上昇を

松野 昇平 議員

討論後の起立採決の結果、賛成少数で請願は不採択となりました。

起立採決のようす
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第4回定例会　審議した議案とその結果
結

果

議案 63
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 64 税条例の一部改正 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 65 国民健康保険税条例の一部改正 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 66 子ども・子育て会議条例の一部改正 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 67
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部改正

可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 68 空家等対策の推進に関する条例の一部改正 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 69 公共下水道条例の一部改正 可 決 ×

議案 70 火災予防条例の一部改正 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 98 職員給与条例の一部改正 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 99 市長等の給与等に関する条例の一部改正 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 100 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 71 一般会計補正予算（第７号） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 72 国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 73 介護保険特別会計補正予算（第２号） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 74 土地取得造成事業特別会計補正予算（第３号） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 75 下水道事業会計補正予算（第２号） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 101 一般会計補正予算（第８号） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 102 国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 103 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 104 介護保険特別会計補正予算（第３号） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 79 交流施設やまなみの湯及び甲西ふれあい公園の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 80 さくらの里いこいの家及び遊・湯ふれあい公園の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 81 農業体験実習館の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 82 金山沢公園の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 83 白根御池小屋の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 84 長衛小屋の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 85 両俣小屋の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 86 櫛形総合公園の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 87 八田屋内運動場、白根弓道場、芦安プール及び鏡中條体育館の指定管理者
の指定

可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 88 若草グラウンド、若草体育館及び若草卓球場の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 89 櫛形総合体育館の指定管理者の指定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 90
学校体育施設、八田野球場、八田農業者トレーニングセンター、若草テニ
スコート、櫛形テニスコート、櫛形北体育館及び櫛形西体育館の時間外一
般開放業務の指定管理者の指定

可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 76 中巨摩地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び同組合規約の変更 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 77 若草小学校校舎解体工事請負契約の締結 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 78 甲西市民総合グラウンド整備工事請負契約の締結 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 92 財産の処分（土地の売払い） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 93 山梨県国中消防指令業務等共同運用事務協議会の設置 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 94 字の区域の変更 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 95 市道路線の認定 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 96 市道路線の変更 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 97 市道路線の廃止 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願 5-2 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める
請願書

不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

請願 5-3 「保育士配置基準改善を求める意見書」の採択を求める請願書 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × ×

条例の一部改正

令和５年度補正予算

指定管理者の指定

その他

上程議案 〇：賛成

×：反対

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

保
坂

広
人

藤
田
亜
由
未

保
坂

健

飯
野
多
惠
子

三
枝

守
和

松
野

昇
平

戸
栗

淳

三
木

充

有
野

一
成

櫻
田

力

花
輪

幸
長

村
松
三
千
雄

野
中

國
幹

北
村
千
代
子

矢
﨑

俊
秀

小
池

伸
吾

斉
藤

諭

清
水

重
仁

齊
藤

博
明

河
野
木
綿
子

小
林

敏
徳

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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●
若
草
小
学
校
校
舎
解
体
工
事

　

請
負
契
約
の
締
結

　
　
　

解
体
工
事
に
お
け
る
最
低
制
限
価
格

　
　
　

の
設
定
は
必
要
な
い
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

　
　
　
最
低
制
限
価
格
に
つ
い
て
は
、
ダ
ン
ピ

　
　
　
ン
グ
受
注
の
防
止
を
目
的
に
設
定
し
て

い
る
。

   

総
務
常
任
委
員
会

●
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人 

　

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

　

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

　

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

　

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
「
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
」
と
の

　
　
　

記
述
が
あ
る
が
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
が
対
象
か
。

　
　
　
生
活
保
護
法
は
国
民
に
対
す
る
も
の
で

　
　
　
あ
る
が
、
外
国
人
は
同
様
に
取
り
扱
う

よ
う
通
知
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
の
改
正
に
よ

り
生
活
保
護
対
象
と
な
る
国
民
と
同
様
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
保
護
対
象
と
な
る
外
国

人
の
方
の
情
報
を
得
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

QA

A QA

12
月
議
会

 

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　

常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、

条
例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

   

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●「
保
育
士
配
置
基
準
改
善
を
求
め
る

　

意
見
書
」の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

 　
　
　

請
願
の
内
容
が
、
国
に
お
い
て
今
年

　
　
　

６
月
13
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
こ

ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る

内
容
と
同
じ
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
今
、
こ
の

請
願
を
提
出
し
た
の
か
。

　
　
　
そ
れ
ら
の
情
報
は
得
て
い
な
か
っ
た
た

　
　
　
め
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
も
の
は
確
認
し

て
い
な
い
。

　
　
　

請
願
趣
旨
に
「
人
手
不
足
の
原
因
と

　
　
　

し
て
配
置
基
準
が
あ
る
」
と
あ
る
の

は
、
保
育
士
１
人
で
見
る
子
ど
も
が
少
な
く

な
れ
ば
、
よ
り
仕
事
に
身
が
入
る
、
ま
た
、

そ
う
い
う
状
況
で
あ
れ
ば
働
き
た
い
と
い
う

声
が
あ
る
こ
と
や
仕
事
の
や
り
が
い
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
考
え
か
ら
か
。

　
　
　
保
育
士
の
過
酷
な
労
働
実
態
が
あ
り
、

　
　
　「
保
育
士
の
数
が
増
え
な
い
と
子
ど
も

QAQ

 

審
査
結
果

　

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
、
請
願
第
５
ー

２
号
、
請
願
第
５
ー

３

号
は
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

た
ち
の
安
全
を
守
る
こ
と
や
災
害
時
に
助
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
保
育
現
場
か
ら
非
常
に

多
く
の
声
が
上
が
って
お
り
、
切
実
な
内
容
だ

と
考
え
て
い
る
。
国
の
配
置
基
準
の
改
正
に
よ

り
、
保
育
士
の
確
保
も
進
む
と
考
え
て
い
る
。

A

   

産
業
土
木
常
任
委
員
会

●
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正

 　
　
　

空
家
対
策
に
関
係
す
る
法
律
と
条
例

　
　
　

の
改
正
の
中
で
、
特
定
空
家
に
加
え

て
管
理
不
全
空
家
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

市
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
管
理
不
全
空
家
等
と
は
、
適
切
な
管

　
　
　
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
そ

QA

Q の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
特
定
空
家
等
に
該
当
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
状
態
に
あ
る
空
家
等
を
い
う
。

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
市
は
所
有
者
に
対
し
て
、

指
導
・
勧
告
を
行
い
そ
れ
で
も
従
っ
て
も
ら
え

な
い
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
を
な

く
す
と
い
う
措
置
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
た

だ
し
、
い
き
な
り
対
応
す
る
の
も
難
し
く
、
そ

の
基
準
も
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
取
り

扱
い
の
際
に
は
、
か
な
り
慎
重
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

●
さ
く
ら
の
里
い
こ
い
の
家
及
び
遊
・

　

湯
ふ
れ
あ
い
公
園
の
指
定
管
理
者

　

の
指
定

 　
　
　
市
は
指
定
管
理
者
の
指
定
に
お
い
て
、

　
　
　

光
熱
水
費
等
の
異
常
な
高
騰
な
ど
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
こ
の
施
設
の
指
定
管
理
の
期
間
は
３
年

　
　
　
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
利
用
者
の
推

移
や
物
価
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
３
年
先
の
こ

と
も
見
据
え
た
上
で
、
指
定
管
理
委
託
料
を

増
額
す
る
と
い
う
対
応
を
行
っ
た
。
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一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
） 

　
　
　
入
札
不
調
と
な
っ
た
案
件
が
あ
る
が
、

　
　
　
当
初
予
算
を
査
定
す
る
際
に
事
業
費

を
減
額
す
る
な
ど
予
算
の
査
定
に
問
題
は
な

か
っ
た
か
。

　
　
　
入
札
の
不
調
に
つ
い
て
は
物
価
高
騰

　
　
　
の
影
響
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

予
算
査
定
に
お
い
て
は
、
担
当
課
が
予
算
要

求
し
た
内
容
を
チ
ェッ
ク
し
疑
義
等
が
な
い
限

り
は
、
基
本
的
に
減
額
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
。

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点

　
整
備
事
業

　
　
　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
方

　
　
　
か
ら
期
待
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
る

が
、
一
方
で
交
通
渋
滞
が
非
常
に
心
配
だ
と

い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
る
。
２
つ
の
交
差
点

を
改
良
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
内

容
を
伺
う
。

　
　
　
コ
ス
ト
コ
の
出
店
に
つ
い
て
は
、
年
間

　
　
　
２
０
０
万
人
以
上
の
来
客
が
見
込
ま

れ
て
お
り
交
通
渋
滞
が
非
常
に
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
県
の
関
係
課
と
協
議
を
す
る
中
で
、

交
差
点
の
交
通
量
を
調
査
し
交
通
解
析
を
お

こ
な
っ
た
結
果
、
交
差
点
を
改
良
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
解
析
結
果

に
基
づ
い
て
、
２
か
所
の
交
差
点
（
南
ア
ル

プ
ス
Ｉ
Ｃ
入
口
交
差
点
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

西
交
差
点
）
の
右
折
レ
ー
ン
を
延
長
す
る
。

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
今
回
の
一
部
改
正
は
、
被
保
険
者
の

　
　
　
産
前
産
後
期
間
に
係
る
国
民
健
康
保

険
税
の
減
額
の
規
定
等
を
定
め
る
、
非
常
に

重
要
な
改
正
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
周
知

す
る
の
か
。

　
　
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
に
掲
載

　
　
　
す
る
ほ
か
、
子
育
て
に
関
わ
る
関
係

機
関
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
で
目
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

周
知
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

●
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

　
　
　
新
婚
世
帯
に
対
し
て
結
婚
に
伴
う
新

　
　
　
生
活
の
費
用
を
補
助
す
る
事
業
で
あ

る
が
、
当
初
予
算
で
は
何
件
分
の
予
算
を
計

上
し
て
い
た
の
か
。

　
　
　
当
初
予
算
の
時
点
で
は
30
件
分
の
予

　
　
　
算
を
計
上
し
て
い
た
。
今
補
正
予
算

で
は
追
加
し
て
16
件
分
を
計
上
し
た
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

　
進
捗
管
理
事
業

　
　
　
こ
ど
も
基
本
法
の
施
行
に
伴
う
「
こ

　
　
　
ど
も
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
未
就
学
児
の
保
護
者
、
市
内
の
高
校

　
　
　
生
、
市
内
在
住
の
１
８
〜
３
９
歳
の

男
女
に
つ
い
て
は
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
市
内
の
小
中
学
生
に
つ
い
て
は
学
校
等

の
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

●
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
運
営
事
業

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

　
　
　
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
に
お
い
て
出

土
し
た
文
化
財
の
保
管
庫
を
購
入
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
保
管
庫
と
い
う
の
は
普
通

の
物
置
の
こ
と
か
。

QA

A

　
　
　
一
般
的

　
　
　
な
物
置

を
３
棟
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
普
通
の

　
　
　
物
置
で

は
防
犯
の
面
で

劣
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
今
後
、
出
土
し
た
文
化
財
の
整
理
作

　
　
　
業
を
行
い
、重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
し
っ
か
り
保
管
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
学
校
給
食
費
等
補
助
金
交
付
事
業

　
　
　
市
外
や
私
立
の
小
中
学
校
に
通
う
児

　
　
　
童
生
徒
等
の
給
食
費
を
補
助
す
る
と

い
う
事
業
で
あ
る
が
、
補
助
金
の
額
は
ど
の

よ
う
に
計
算
す
る
の
か
。

　
　
　
基
本
的
に
は
、
一
食
単
価
に
食
べ
た 

　
　
　
日
数
を
乗
じ
て
計
算
す
る
。一
食
単

価
は
、
市
立
小
中
学
校
の
給
食
の一
食
単
価

を
限
度
額
と
し
、
食
べ
た
日
数
は
市
立
小
中

学
校
の
給
食
の
日
数
を
上
限
と
す
る
。

Q

 　

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
議
長
を
除

く
全
議
員
で
、
12
月
15
日
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
12
月
１
日
に
提
出
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
ほ
か

５
議
案
、
お
よ
び
12
月
13
日
に
追
加
で
提

出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

ほ
か
６
議
案
、
合
計
13
案
件
が
当
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

A Q

A

 

審
査
結
果

　
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

A Q

 
予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

QA

Q

AQA

Q

議会で実施した発掘現場の視察
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躍進会

北村 千代子 議員

得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
空
家
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
各

　
　
　
地
域
の
自
治
会
の
協
力
を
得
て
、
実

施
す
る
こ
と
は
早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
促

し
、
空
家
発
生
の
抑
制
に
も
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。
調
査
の
対
応
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
地
域
や
近
隣
か
ら
苦
情
が
あ
る
管
理

　
　
　
不
全
な
空
家
の
実
態
と
対
策
は
。

　
　
　
管
理
不
全
な
空
家
は
実
態
調
査
に
よ

　
　
　
る
と
４
３
１
戸
あ
り
、
そ
の
後
令
和

３
年
度
に
再
調
査
を
行
い
、
３
３
３
戸
を
把

握
し
て
い
る
。
新
た
に
苦
情
等
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
物
件
に
つ
い
て
、
現
地
確
認
を
行
い
、

所
有
者
等
を
調
査
し
、
現
場
写
真
を
添
付
し

た
是
正
通
知
を
発
送
す
る
等
行
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
管
理
不
全
の
空
き
家
の
苦
情
は

８
件
、
内
訳
は
ご
み
・
草
木
繁
茂
５
件
、
屋

根
瓦
等
の
落
下
２
件
、
小
動
物
被
害
が
１
件
。

今
年
度
は
、12
月
現
在
で
７
件
で
あ
り
、ご
み
・

草
木
繁
茂
６
件
、
小
動
物
被
害
１
件
で
あ
る
。

　
　
　
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
た
め
の
空
家

　
　
　
発
生
前
の
対
策
は
。

　
　
　
現
在
、
居
住
し
て
い
る
方
々
に
対
し

　
　
　
て
も
、
将
来
を
見
据
え
た
話
し
合
い

が
重
要
で
あ
り
、
空
家
の
活
用
方
法
、
各
種

支
援
制
度
の
積
極
的
な
周
知
と
空
き
家
発
生

の
抑
制
に
向
け
た
意
識
づ
け
を
促
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
本
市
を
は
じ
め
、
県
内
９
市

で
構
成
さ
れ
て
い
る
空
き
家
対
策
分
科
会
で

  

空
家
対
策

　
　
　
空
家
対
策
の
現
在
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
現
在
、
空
家
発
生
の
抑
制
、
管
理
不

　
　
　
全
の
解
消
及
び
空
家
の
利
活
用
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
推
進
体
制
と
し
て
、
市

民
が
身
近
な
課
題
と
し
て
、
意
識
の
高
揚
が

図
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
専
門
的

な
知
識
を
持
っ
た
方
々
に
よ
る
相
談
会
や
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
し
、
早
期
解
決
に
向
け
対
応

し
て
い
る
。

　
　
　
空
家
バ
ン
ク
の
活
用
状
況
は
。

　
　
　
市
で
は
空
家
バ
ン
ク
を
活
用
す
る
た

　
　
　
め
宅
建
協
力
会
や
司
法
書
士
会
と
協

力
し
て
、
年
４
回
空
家
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
家
の
有
効
活
用
と

し
て
移
住
・
定
住
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
今

年
度
は
登
録
件
数
７
件
、
成
約
件
数
６
件
、

内
訳
は
売
買
契
約
が
５
件
、
賃
貸
契
約
が
１

件
で
あ
る
。

　
　
　
空
家
の
実
態
調
査
は
８
年
前
に
実
施

　
　
　
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
空
家
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
早
急
に
実
態
調
査
を
行
い
、

特
に
、
管
理
不
全
な
空
家
に
対
し
、
具
体
的

に
対
処
す
る
こ
と
が
、
防
犯
、
防
災
等
地
域

の
環
境
保
全
の
た
め
に
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
実
態
調
査
は
各
地
域
の
自
治
会
の
協
力

を
得
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
確
実
な
情
報
が

QAA Q

A

Q

空家に対する意識啓発を強化し、
管理不全空家になる前に所有者に対し、
迅速な対応で指導を！

▲

市民に対し、パンフレット等により、幅広く、効果的な意識づけと 
　相談体制の強化を行い、空家所有者に対しては、法の一部改正に
　より、指導・勧告を行っていく。

A QA Q

作
成
し
て
い
る
漫
画
に
よ
る
共
通
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
よ
り
、
幅
広
く
効
果
的
に
周
知
し
て
い

く
。

　
　
　
管
理
不
全
な
空
家
に
な
る
前
の
管
理

　
　
　
に
つ
い
て
、
市
の
対
応
は
。

　
　
　
今
回
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

　
　
　
る
特
別
措
置
法
の一部
改
正
に
よ
り
、

市
は
管
理
が
不
十
分
な
空
家
を
管
理
不
全
空

家
と
認
定
し
、
所
有
者
等
に
対
し
、
指
導
勧

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
認
定
基
準
等
に

つ
い
て
、
今
後
、
国
の
指
針
に
よ
り
、
内
容

を
精
査
し
、
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

A Q
①特定空家※化を未然に防止する管理　
　※周囲に著しい悪影響を及ぼす空家
 ・ 放置すれば特定空家になるおそれのある空
　家（管理不全空家）に対し、管理指針に即し
　た措置を、市区町村長から指導・勧告
 ・ 勧告を受けた管理不全空家は、固定資産税
　の住宅用地特例（1/6等に減額）を解除
②所有者把握の円滑化
 ・ 市区町村から電力会社等に情報提供を要請

窓が割れた
管理不全空家

空家等対策の推進に関する特別措置法の一部改正
における空家管理措置の概要

代表質問代表質問代表質問
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公明党

齊藤 博明 議員

の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
な

る
。「
人
や
企
業
に
選
ば
れ
る
自
治
体
」
を

目
指
し
て
、
他
の
自
治
体
と
差
別
化
を
図
り
、

ま
ち
の
活
力
と
財
政
力
・
人
材
力
の
維
持
・

向
上
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
は
総
合
計
画
に
ど
の
よ
う
な
未
来
と
長
期

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
書
き
込
も
う
と
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
近
年
、
本
市
に
お
い
て
は
企
業
の
進

　
　
　
出
が
相
次
ぐ
と
と
も
に
、
人
口
も
増

加
し
て
お
り
、「
人
や
企
業
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」

と
し
て
の
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後

は
、
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新
産
業

拠
点
及
び
周
辺
エ
リ
ア
の
開
発
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
開
通
な
ど
も
控
え
て
お
り
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
や
住
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と

し
て
、
差
別
化
を
図
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
生
産
年
齢
人

口
の
増
加
や
企
業
の
進
出
に
よ
り
、

財
源
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
財
源
が

社
会
課
題
の
対
策
に
還
流
す
る
こ

と
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
可

能
な
行
政
運
営
も
可
能
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
本
市
の
状
況
の
変
化

や
可
能
性
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
に
お
い
て
、
本
市

が
更
に
発
展
し
「
住
み
よ
い
ま
ち
」

と
な
る
姿
を
、
総
合
計
画
審
議
会
、

議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

  

自
治
体
経
営
の「
要
」と
し
て
の

 

「
第
３
次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画
」

　
　
　
総
合
計
画
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た 

　
　
　
め
に
、
市
は
い
か
な
る
姿
勢
と
体
制

で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　
総
合
計
画
の
実
効
性
を
確
保
し
て
い

　
　
　
く
た
め
、
施
策
並
び
に
事
業
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
活
用

し
、
策
定
後
の
事
業
の
進
捗
管
理
を
図
っ
て

い
く
。

　
ま
た
、
適
切
な
成
果
指
標
の
設
定
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
第
二
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
検
証
結
果
を
、
今
回
の

基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
職
員
が
事

業
に
対
し
責
任
を
持
ち
、
設
定
し
た
目
標
達

成
に
向
け
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
基
本
計
画
素
案
の
作
成
や
成
果
指
標

の
設
定
に
は
、
実
際
に
施
策
に
関
わ
る
職
員

に
よ
る
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を

通
じ
て
進
め
て
い
く
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
多
様
化
と

と
も
に
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
が
求
め
ら

れ
る
中
、
総
合
計
画
の
推
進
と
実
現
に
向
け

て
は
、
職
員
や
市
民
、
事
業
者
な
ど
本
市
に

関
係
す
る
全
て
の
方
が一丸
と
な
っ
て
、
事
業

に
取
り
組
む
意
識
や
体
制
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
今
後
は
、
よ
り
持
続
可
能
な
福
祉

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
経
営
基
盤

QA

A

Q

 「総合計画に載った政策は必ず実行する。
計画にないことは決して予算化しない。」
でよろしいか

▲

議員の言うとおり。
　市民と共につくって、それを実行していくということが非常に重要
　であると認識している。

意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、
総
合
計
画
に
描
い

て
い
く
。

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業
の

  

進
展
の
た
め
に

　
　
　
事
業
進
展
に
は
、
今
こ
そ
庁
内
を
統 

　
　
　
合
し
た
連
携
組
織
、
い
わ
ゆ
る
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
構
築
が
喫
緊
の
課

題
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　
本
市
発
展
の
命
運
を
握
る
大
規
模
プ

　
　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
っ
か
り
と
前
進
さ
せ

る
た
め
、
関
係
部
局
を
横
断
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
、
全
庁一体

と
な
り
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
力
で
推
進
し
て

い
く
。 A Q

多くの市民が「自ら決めた」と実感できる
計画づくりをすることが大切となる



　
　
　

産
業
経
済
を
担
う
農
業
施
設
や
工
場

　
　
　

を
始
め
事
業
所
な
ど
の
耐
震
化
に
つ

い
て
ど
の
様
に
把
握
し
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
耐
震
化
の
重
要
性
を
啓
発
し
、
自
然

　
　
　
災
害
等
の
緊
急
事
態
に
対
応
し
た
減

災
に
努
め
、
事
業
の
継
続
や
早
期
の
復
旧
が

可
能
と
な
る
よ
う
支
援
を
強
化
す
る
。

　
　
　
「
な
ん
と
し
て
も
命
を
守
り
、
社
会

　
　
　

経
済
に
対
し
て
壊
滅
的
な
被
害
を
発

生
さ
せ
な
い
」
と
し
た
防
災
の
基
本
理
念
を

踏
ま
え
て
、
新
た
な
災
害
ス
テ
ー
ジ
に
対
応

し
た
総
合
計
画
の
策
定
方
針
を
ど
の
様
に
す

る
の
か
。

　
　
　
温
暖
化
の
影
響
等
に
よ
り
「
今
ま
で

　
　
　
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
」
規
模
の
災

害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
防
災
・
減
災
」

を
踏
ま
え
、
第
三
次
総
合
計
画
の
基
本
計
画

で
そ
の
方
向
性
を
示
す
。

  

日
本
一
美
し
い
都
市
宣
言

　
　
　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
都
市
の
魅

　
　
　

力
や
価
値
を
高
め
る
と
共
に
先
端
産

業
の
誘
致
や
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
日
本

一
美
し
い
都
市
宣
言
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

　
　
　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や
景
観
の

　
　
　
保
全
な
ど
「
都
市
の
価
値
」
を
高
め

る
た
め
に
、「
日
本一美
し
い
都
市
」を
目
指
す
。

応
が
困
難
な
場
合
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
を

国
に
要
請
す
る
。

　
　
　

昭
和
56
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
12
年

　
　
　

５
月
31
日
ま
で
の
19
年
間
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
補
助
対
象
事
業
と

し
て
耐
震
改
修
事
業
に
組
み
入
れ
る
必
要
が

あ
る
が
ど
の
様
に
考
え
る
の
か
。

　
　
　
国
や
山
梨
県
の
動
向
を
踏
ま
え
て
対

　
　
　
象
期
間
の
拡
充
を
調
査
検
討
す
る
。

代表質問代表質問代表質問
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新
た
な
災
害
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た

  

万
全
な
防
災
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

新
た
な
災
害
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た 

　
　
　

万
全
な
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
」
を
ど

の
様
に
考
え
る
か
。

　
　
　
「
地
域
防
災
計
画
」
や
「
国
土
強
靭

　
　
　
化
地
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
新
た
な

災
害
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ

ト
両
面
の
対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
「
防
災
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
。

　
　
　

大
規
模
地
震
災
害
が
発
生
し
た
場
合

　
　
　

は
、
過
去
の
大
災
害
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
大
火
災
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
制
御
不
能
な
二
次
災
害
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
基
に
、

制
御
不
能
な
二
次
災
害
を
防
止
す
る
の
か
。

　
　
　
二
次
災
害
の
全
て
を
防
ぐ
に
は
限
界

　
　
　
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
部
局
と
連

携
し
、
最
大
限
の
備
え
に
努
め
る
。

　
　
　

耐
震
改
修
を
施
し
て
い
な
い
木
造
住

　
　
　

宅
が
７
千
１
３
８
棟
に
及
ん
で
い
る

中
で
、
６
千
棟
余
り
の
住
宅
が
倒
壊
し
た
場

合
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

常
備
消
防
力
と
し
て
万
全
な
消
防
活
動
が
で

き
る
の
か
。

　
　
　
市
内
の
６
千
棟
余
り
の
住
宅
が
倒
壊

　
　
　
し
た
場
合
、
本
市
消
防
本
部
の
現
在

の
人
員
、
資
機
材
で
は
限
界
が
あ
る
。
本
市

消
防
本
部
で
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、
県
内

消
防
本
部
に
応
援
要
請
を
行
い
、
さ
ら
に
対

Q

未来創政の会

矢﨑 俊秀 議員

AQAQA

QA Q A

QA

  ６千棟余りの住宅が倒壊した場合、
常備消防力として万全な消防活動ができるのか

▲

消防本部の現在の人員、資機材では、限界がある。
　県内消防本部に応援要請を行い、さらに対応が困難な場合は、
　緊急消防援助隊を国に要請する。

A Q

昭和56年6月1日以降の安全とされた木造住宅の被災状況
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討
議
の
焦
点

る
。
ま
た
、
住
民
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
個

別
避
難
計
画
の
作
成
を
自
治
会
や
民
生
委
員

の
協
力
を
得
て
推
進
し
て
い
る
。

  

大
規
模
広
域
災
害
を
想
定
し
た

  

避
難
所
の
開
設
と
避
難
所
の
在
り
方

　
　
　

地
震
発
生
後
の
避
難
所
開
設
に
あ
た 

　
　
　

り
施
設
管
理
者
が
実
施
す
る
避
難
所

開
設
予
定
施
設
の
安
全
確
認
の
手
順
等
は
訓

練
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
確
認
方
法
の
訓
練
は
実
施
で
き
て
い

　
　
　
な
い
。
今
年
度
中
に
は
建
築
士
会
と

協
議
し
、
建
設
部
と
連
携
を
図
り
、
来
年
度

か
ら
定
期
的
に
講
習
会
等
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

　
　
　

施
設
管
理
者
が
避
難
所
開
設
予
定
施

　
　
　

設
の
安
全
を
確
認
で
き
な
い
場
合
の

応
急
危
険
度
判
定
士
に
よ
る
安
全
確
認
を
、

建
築
士
会
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
直
接
判
定

士
に
要
請
で
き
る
体
制
を
作
れ
な
い
か
。

　
　
　
災
害
発
生
時
の
現
場
対
応
の
混
乱
を

　
　
　
避
け
る
た
め
に
は
直
接
の
要
請
は
避

け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

  

学
校
給
食
費
の
無
償
化

　
　
　

避
難
所
生
活
に
お
け
る
感
染
症
の
蔓

　
　
　

延
や
災
害
関
連
死
の
被
害
を
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、
指
定
避
難
所
等
の
収
容

人
数
や
住
民
の
高
齢
化
等
を
考
慮
し
た
新
た

な
避
難
体
制
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も

　
　
　
に
、
指
定
避
難
所
以
外
に
新
た
に
48

施
設
を
臨
時
避
難
所
に
指
定
し
、
想
定
避
難

者
数
が
半
数
と
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い

QAQA Q A

地震発生後の避難所の安全確認と
避難所運営の方法は▲

施設管理者または応急危険度判定士が安全を確認し、
　マニュアルに従い運営を行う。

自助、共助による地域防災力の強化に
どのように取り組むか▲

地域の防災活動の充実を目指した「地区防災計画」の
　策定支援に取り組む。

南 風

櫻田 力 議員

  

自
助
、
共
助
に
よ
る

  

地
域
防
災
力  

の
強
化

　
　
　

令
和
６
年
度
南
ア
ル
プ
ス
市
行
政
経 

　
　
　

営
方
針
に
定
め
た
「
地
域
防
災
力
の

必
要
性
、
重
要
性
を
周
知
し
、
自
主
防
災
会

の
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
指
す
取
り
組
み
」

の
具
体
策
は
。

　
　
　
従
来
施
策
の
強
化
に
加
え
、「
地
区

　
　
　
防
災
計
画
」
の
策
定
支
援
を
積
極
的

に
進
め
る
。
ま
た
、
山
梨
県
が
新
た
に
公
表

し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
被
害
想
定
調
査

結
果
に
基
づ
い
た「
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」を
作
成
し
各
家
庭
に
配
布
す
る
。

　
　
　

市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
防
災
活

　
　
　

動
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

取
り
組
み
が
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会
が
実
施
し
た

自
主
防
災
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意

見
交
換
会
の
結
果
か
ら
自
主
防
災
活
動
の
地

域
間
格
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
や
自
主
防

災
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
実
態
を
市
に
情
報
提
供

し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
か
。

　
　
　
提
言
内
容
は
、
令
和
６
年
度
の
行
政

　
　
　
経
営
方
針
の
施
策
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
り
、
市
内
全
域
の
防
災
力
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
る
。

　
　
　

市
が
、
市
民
と
の
連
携
・
協
働
で
自 

　
　
　

治
会
や
行
政
の
課
題
解
決
を
目
指
す

「
市
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
施
策
」
を
推
進

す
る
の
で
あ
れ
ば
「
地
区
防
災
計
画
」
の
作

成
は
、
ま
さ
に
そ
れ
に
相
当
す
る
事
業
で
あ

る
。
次
期
行
政
改
革
実
施
計
画
の
「
柱
の
施

策
」
の
一
つ
に
盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　
第
５
次
行
政
改
革
実
施
計
画
の
策
定

　
　
　
に
お
い
て
、
防
災
の
観
点
か
ら
、
施

策
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
内
容
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

QA

QA Q A



  

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
へ
の

  

支
援
の
充
実

　
　
　
人
生
百
年
時
代
と
な
り
、
地
域
を
取 

　
　
　
り
巻
く
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化
し

て
き
て
い
る
。
自
治
会
集
会
施
設
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
地
域
集
会
施
設
の
多
く
は
合
併
前
に

　
　
　
建
設
さ
れ
老
朽
化
が
進
み
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
し
て
い
な
い
等
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
施
設
ば
か
り
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
　
集
会
施
設
の
新
築
・
改
築
な
ど
の
整

　
　
　
備
に
要
す
る
補
助
は
、
地
域
集
会
施

設
建
設
等
支
援
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
い
て
い
る
が
、
要
綱
制
定
か
ら
18
年
も

経
過
し
て
お
り
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る

が
。

　
　
　
最
近
の
物
価
の
高
騰
等
で
建
築
資
材

　
　
　
な
ど
が
お
よ
そ
３
割
か
ら
４
割
上
昇

し
、
人
件
費
等
や
建
築
コ
ス
ト
も
非
常
に
上

が
っ
て
い
る
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
平
成
16
年

の
制
定
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

代表質問代表質問代表質問
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討
議
の
焦
点

新政南アルプス

村松 三千雄 議員

か
に
し
、
運
用
の
方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
　
現
在
、
60
施
設
で
指
定
管
理
者
制
度

　
　
　
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
が
、
合
併
以
前
に

建
設
し
た
施
設
が
多
く
、
老
朽
化
に
よ
り
今

後
も
多
く
の
改
修
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、

  

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

  

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
に
向
け
た
、 

　本
市
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み

　
　
　
合
併
以
来
20
年
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

　
　
　
改
革
の
取
り
組
み
状
況
の
整
理
と
成

果
・
検
証
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
定
員
適
正
化
の
推
進
と
指
定
管
理
者

　
　
　
制
度
の
導
入
や
施
設
の
統
廃
合
な
ど

に
取
り
組
み
、
施
策
と
事
務
事
業
の
評
価
検

証
を
行
い
市
民
へ
公
表
し
て
い
る
。
検
証
を

踏
ま
え
、
経
費
削
減
、
安
定
的
な
歳
入
の
確

保
、
市
民
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
行
政

改
革
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
、
そ

の
成
果
を
市
民
に
解
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、
周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
今
後
の
行
政
改
革
に
向
け
て
の
取
り

　
　
　
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
本
市
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
優
良

　
　
　
企
業
の
誘
致
や
移
住
定
住
な
ど
の
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
市
税
等
の
自
主
財

源
の
増
額
を
図
っ
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
市
税
・

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
や

公
共
施
設
等
の
適
正
配
置
な
ど
、
行
政
改
革

を
積
極
的
に
推
進
し
、
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
の
確
立
と
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営

に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
か
ら
17
年
が

　
　
　
経
ち
、
改
め
て
成
果
と
課
題
を
明
ら

QAQ A Q

A

Q AA Q
金額単位：百万円

大きく変貌する本市の情勢の中での行政改革の
取り組みは▲

市税や自主財源の確保と行政改革により持続可能な財政基盤の
　確立に努める。

地域コミュニティ施設への支援充実に向けた
補助金の見直しは▲

物価上昇など急激な社会情勢の変化により内容の見直しに向け
　て検討していく。

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
指
定
管
理
料
の
増
加

や
利
用
者
の
減
少
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
施

設
の
用
途
や
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
民
営
化

も
含
め
て
運
営
方
法
の
検
討
を
重
ね
て
い
く
。
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市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題

ぶ
認
知
能
力

や
、
臨
機
応

変
に
状
況
を

判
断
し
主
体

的
に
災
害
に

対
応
す
る
力

で
あ
る
非
認

知
能
力
の
両
面
の
育
成
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
。

  

地
域
の
強
靭
化

　
　
　
国
の
基
本
計
画
に
は
「
国
民
の
生
命

　
　
　
と
財
産
を
守
る
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
管
理
」、「
経
済
発
展
の
基
盤
と
な
る
交

通
、
通
信
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ

  

防
災
教
育

　
　
　
内
閣
府
で
設
置
し
た
防
災
教
育
・
周

　
　
　
知
啓
発
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
提

言
に
よ
る
と
、「
義
務
教
育
を
終
え
た
時
に
全

て
の
生
徒
が
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
能
力
を

身
に
つ
け
て
い
る
保
証
は
何
も
な
い
」
と
し

て
お
り
、
意
欲
、
協
調
性
、
粘
り
強
さ
、
忍

耐
力
、
計
画
性
、
自
制
心
、
創
造
性
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
、
測
定
で
き
な

い
個
人
の
特
性
に
よ
る
非
認
知
能
力
が
大
切

と
な
る
。
こ
の
能
力
を
高
め
る
防
災
教
育
は

可
能
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
防
災
教
育
は
、
災
害
の
事
例
や
危
険

　
　
　
性
、
避
難
の
方
法
を
知
識
と
し
て
学

躍進会

三枝 守和 議員

QA

公明党

河野 木綿子 議員

質問の主題

ヤングケアラー・
ケアラー支援は

ン
の
強
靭
化
」
に
沿
っ
て
の
取
り
組
み
が
示

さ
れ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
横
川
の
状
況
は
。

　
　
　
水
害
へ
の
総
合
的
な
防
災
減
災
対
策

　
　
　
を
構
築
す
る
た
め
、令
和
３
年
に
「
山

梨
県
流
域
治
水
対
策
推
進
基
本
方
針
」
が
策

定
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
、
山
梨
県
県
土
整
備

部
治
水
課
内
に
担
当
が
配
置
さ
れ
、
流
域
治

水
の
対
策
や
推
進
の
た
め
、
山
梨
県
と
「一級

河
川
横
川
の
流
域
治
水
対
策
に
関
す
る
確
認

書
」を
締
結
し
、横
川
流
域
の「
氾
濫
を
防
ぐ
、

減
ら
す
、
被
害
を
減
少
さ
せ
る
、
早
期
復
旧

復
興
」
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
国
、
県
、
市
、

企
業
、
市
民
が一体
と
な
っ
た
検
討
会
を
経
て

「
横
川
流
域
治
水
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
令
和
４
年
12
月
に
公
表
し
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
理
由
を
見
立

て
、
背
景
を
含
め
子
ど
も
や
保
護
者
の
声
を

聴
く
と
い
う
相
談
支
援
に
取
り
組
み
、
複
雑

化
し
た
家
庭
へ
の
支
援
が
必
要
な
た
め
、
学

校
や
保
育
所
と
の
連
携
と
福
祉
総
合
相
談
定

例
会
な
ど
で
保
健
福
祉
部
内
で
の
情
報
共
有

を
し
、
利
用
可
能
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ

支
援
を
し
て
い
る
。

　
　
　
若
者
の
ケ
ア
ラ
ー
は
、
進
学
、
就
職
、

　
　
　
結
婚
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
変
化
を

す
る
段
階
を
迎
え
、
深
刻
な
悩
み
を
抱
え
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

　
　
　
ケ
ア
ラ
ー
に
は
、
家
庭
に
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　
背
景
が
あ
り
、
障
が
い
は
障
害
者
相

  

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・

  

ケ
ア
ラ
ー
支
援

　
　
　
山
梨
県
で
実
態
調
査
が
２
回
行
わ
れ 

　
　
　
た
が
、
本
市
の
実
態
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
令
和
４
年
度
の
山
梨
県
実
態
調
査
で

　
　
　
は
、
小
中
高
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
回

答
し
た
児
童
・
生
徒
は
３
７
人
で
、
本
市
で

把
握
し
支
援
し
て
い
る
子
ど
も
の
数
（
20
才

ま
で
含
む
）は
29
人
で
あ
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
民
講
座
等
で
周
知
す
る
と
共
に
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
相
談
促
進
啓
発
カ
ー
ド
や
普

及
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
小
中

学
校
へ
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
職
が
、

QA

談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
で
あ
れ
ば
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
が
、要
因
が
分
か
ら
な
い
、

背
景
が
複
雑
と
な
る
と
福
祉
総
合
相
談
課
で

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
体
制
で
あ
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
子
育
て
支
援
に
お
け
る
伴
走
型
支
援
強
化
に

　
つ
い
て

 

・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Q

A

QA

災害から生命を守る
能力を身に付けられる
防災教育は

防災教育の幅広い効果
内閣府「防災・減災、国土強靭化時代
の実現のための提言」から抜粋

●全ての子どもたちが災害時
　に自らの生命を守ることが
　できる
　さらに
 ・非認知能力、生きる力を育成
 ・郷土愛、地域を担う意識を育成
 ・主体的に生命を守る防災意識
　を涵養
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

校則は児童生徒や
保護者の意見に
耳を傾け見直しを！

い
よ
う
に
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の

意
見
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
聞
い
て
い
く
。

  

移
住
定
住
促
進

　
　
　
お
試
し
移
住
体
験
の
施
設
が
常
に
満  

　
　
　
室
の
た
め
、せ
っ
か
く
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
て
も
受
け
入
れ
が
で
き
て
い
な
い
。
空
き

家
な
ど
を
活
用
し
受
け
皿
を
広
げ
る
考
え
は
。

　
　
　
改
修
に
も
費
用
が
か
か
る
。
費
用
対

　
　
　
効
果
も
考
え
る
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
す
で
に
移
住
を
経
験
し
て
い
る
市
民

　
　
　
の
方
に
協
力
を
お
願
い
し
、
移
住
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

  

校
則
・
生
徒
指
導
の
あ
り
方

　
　
　
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
男
女
の
違
い
に

　
　
　
よ
る
校
則
や
、
下
着
に
関
す
る
も
の

が
一
部
あ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
ジ
ェン
ダ
ー
の
考
え
方
や
、
社
会
の
流

　
　
　
れ
も
含
め
て
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

早
急
に
検
討
が
必
要
な
事
項
は
学
校
に
見
直

し
の
検
討
を
伝
え
る
。

　
　
　
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
声
を
聞
く
際
、

　
　
　
内
申
点
や
評
価
が
下
げ
ら
れ
た
り
、

声
の
上
げ
方
が
わ
か
ら
な
い
と
の
声
が
あ
る

が
。

　
　
　
意
見
を
言
う
と
内
申
書
に
影
響
す
る

　
　
　
と
い
う
こ
と
は一切
な
い
。
誤
解
の
な

南 風

藤田 亜由未 議員

QA

新政南アルプス

有野 一成 議員

質問の主題

ユネスコエコパーク
に相応しい
環境美化対策!！

　
　
　
市
も
同
じ
認
識
な
の
で
予
算
化
に
向

　
　
　
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
総
合
計
画
の
環
境
美
化
の
推
進
の
中

　
　
　
で
、
清
掃
美
化
活
動
や
環
境
教
育
を

推
進
し
、
環
境
保
全
の
意
識
を
高
め
る
と
あ

る
。
市
内
の
清
掃
美
化
活
動
を
ど
う
活
発
化

し
て
い
く
の
か
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
で

　
　
　
実
施
し
て
い
る
清
掃
活
動
の
支
援
を

継
続
し
、
そ
れ
ら
の
団
体
を
広
報
等
に
掲
載

し
て
い
く
。

　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
相
応
し
い
美

　
　
　
観
等
を
保
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
が
必
要
だ

  

市
内
の
環
境
美
化

　
　
　
幹
線
道
路
や
公
園
等
の
草
が
繁
茂
し

　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
相
応
し
く

な
い
現
状
で
あ
る
。
市
は
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

　
　
　
近
年
の
猛
暑
や
多
雨
に
よ
り
雑
草
が

　
　
　
繁
茂
し
、
景
観
や
環
境
を
阻
害
し
て

い
る
。
良
好
な
景
観
保
全
や
安
全
性
、
快
適

性
の
向
上
の
た
め
創
意
工
夫
し
、
迅
速
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
へ
委
託

　
　
　
す
る
草
刈
り
予
算
を
倍
増
し
、
道
路

や
公
園
等
の
環
境
美
化
と
合
わ
せ
て
高
齢
者

雇
用
増
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

QA

と
思
う
。
例
え
ば
、
各
地
区
の
環
境
美
化
委

員
に
ゴ
ミ
だ
け
で
は
な
く
地
区
の
環
境
美
化

全
般
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
と
か
、
ま
た
、
新

た
に
環
境
美
化
活
動
を
実
施
す
る
団
体
等
へ

の
助
成
制
度
や
市
と
市
民
が
協
働
し
て
そ
の

活
動
を
し
て
い
く
仕
組
み
を
創
る
必
要
も
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
多
く

　
　
　
の
市
民
が
地
区
の
清
掃
活
動
へ
参
加

し
て
み
た
い
と
答
え
て
い
る
。
自
治
会
や
環

境
美
化
委
員
と
も
相
談
し
、
地
域
全
体
に
美

化
活
動
が
広
ま
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
市
内
の
水
路
改
修
等
に
つ
い
て

Q

A

　
　
　
リ
ア
ル
な
移
住
者
の
声
を
聞
く
機
会
に

　
　
　
も
な
る
と
考
え
る
の
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
本
市
で
の
滞
在
時
間
を
増
や
す
よ
う

　
　
　
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
業
支
援
を
拡
大

す
る
考
え
は
。

　
　
　
創
業
支
援
や
新
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　
　
　
事
業
者
を
応
援
し
、住
む
こ
と
と
働
く

こ
と
を
合
わ
せ
て
実
質
的
に
支
援
し
て
い
く
。

QA

QAQ

AQA

A Q

A

Q
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質問の主題

コストコは募集要項
の記載に沿った内容
で参入してきたのか

「
人
々
が
つ
ど
い
地
域
と
つ
な
が
る
集
客
交
流
拠

点
」
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
市

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る「
山
」と「
農
業
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
交
流
拠
点
の
整
備
や
地

域
と
繋
ぐ
交
通
と
観
光
の
ハ
ブ
拠
点
の
提
案
、

既
存
の
地
域
資
源
と
の
連
携
事
業
、
大
手
企

業
や
地
場
産
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、

基
本
方
針
で
示
し
た
市
の
土
地
利
用
の
あ
り

方
に
対
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
提
案
が
あ
っ
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
提
案
を
も
と
に
、
土
地
利
用
協
議
を

重
ね
る
中
で
、
事
業
計
画
に
あ
っ
た
地
域
交
流

拠
点
を
運
営
す
る
「
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
」
と
、

国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
集
客
施
設
で
あ
る
「
コ
ス

ト
コ
」を
参
入
事
業
者
と
し
て
決
定
し
て
い
る
。

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
に

  

参
入
し
た
企
業
は

　
　
　

令
和
４
年
７
月
４
日
に
協
定
を
結
ん

　
　
　

だ 「
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
」
は
、
募
集
要
項
に
記
載
さ
れ

て
い
る
土
地
利
用
の
在
り
方
、
開
発
に
当
た
っ

て
の
項
目
を
ど
の
よ
う
な
内
容
で
応
募
し
て

き
た
か
。
ま
た
、
参
入
を
決
定
し
た
要
因
に

つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

　
　
　
応
募
者
は
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
で
あ
る

　
　
　
の
で
、
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
か
ら
の
事

業
提
案
を
受
け
、
当
社
を
優
先
候
補
者
と
し

て
選
定
し
た
。「
山
と
暮
ら
す
ま
ち
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
で
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

小林 敏徳 議員

QA

松野 昇平 議員

質問の主題

積みあがった
基金を投入し、
保険料の引き下げを

　
　
　

以
前
に
一
般
質
問
し
た
時
は
、「
審
査

　
　
　

方
法
に
つ
い
て
は
、
募
集
案
内
に
定

め
た
土
地
利
用
の
在
り
方
と
の
整
合
性
、
実

現
可
能
な
事
業
計
画
な
ど
を
基
に
、
12
項
目

に
わ
た
る
審
査
基
準
を
設
定
し
、
総
合
評
価

に
よ
り
選
考
し
た
。」
と
答
弁
し
て
い
る
。
私

の
聞
い
て
い
る
の
は
コ
ス
ト
コ
が
あ
そ
こ
の
土

地
を
利
用
す
る
の
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な

土
地
利
用
の
在
り
方
を
提
案
し
て
き
た
か
で

あ
る
。

　
　
　
提
案
し
て
き
た
の
は
、
株
式
会
社
ア

　
　
　
ル
プ
ス
で
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
の
提
案
の

中
に
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
と
コ
ス
ト
コ
と
い
う
提
案

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

  

介
護
保
険
制
度
の
運
営

　
　
　

介
護
保
険
料
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　
　
　

に
、
次
期
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
本
市
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
令

　
　
　
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
お
い
て

は
、
介
護
給
付
費
支
払
準
備
基
金
の
取
り
崩

し
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
介
護
保
険
料

基
準
額
は
５
千
９
百
円
と
、
全
国
平
均
の
６

千
14
円
を
若
干
下
回
って
い
る
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
介
護
報
酬
単

価
が
示
さ
れ
次
第
、
算
出
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。 QA

QA

一番負担の重い区分に多くの福祉
施設が該当する。中小事業者や市
民生活への影響が懸念される。

  

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ

　
　
　

市
は
、
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
を

　
　
　

内
容
と
す
る
条
例
改
正
案
を
提
出
し

た
。
厳
し
い
物
価
高
騰
が
続
き
、
家
計
や
事

業
者
へ
の
負
担
が
増
し
て
い
る
状
況
で
の
値

上
げ
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な
姿
勢
と
包

括
的
な
説
明
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
所

見
は
。

　
　
　
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
公
共
下

　
　
　
水
道
事
業
審
議
会
で
、
委
員
か
ら
ご

意
見
を
伺
い
決
定
を
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

汚
水
を
処
理
す
る
費
用
に
対
し
て
、
現
在
の

使
用
料
収
入
は
約
５
割
と
な
っ
て
お
り
、
残
り

は一般
会
計
か
ら
基
準
外
の
繰
入
金
で
賄
って
い

QA

る
こ
と
か
ら
、
使
用
料
を
改
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
条
例
改
正
後
に
は
、
令
和
６
年
10
月
の

施
行
に
向
け
て
、
市
民
に
対
し
て
、
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
、
ま
た
、
下
水
道
使
用
者
に
対
し
て
は

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
丁
寧
に
説
明
を
行
い
、
ご

理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

【上下水道事業】
市内介護事業者（施設系、通所系）の
従量区分

南アルプス市上下水道局提出資料をもとに作成

一般質問一般質問一般質問
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南アルプス市をよりよい社会にするために

躍   進   会躍   進   会
代表：野中 國幹
　　　保坂 広人、三枝 守和、
　　　戸栗 淳、北村 千代子

研  修  先

研  修  日

研修内容 空き家対策に伴う行政代執行の実施状況について

総　    括

新潟県十日町市

令和５年10月12日（木）

　十日町市は豪雪地帯であり、雪による家屋の倒壊が危険
なため、緊急対策を取り、速やかに行政代執行や略式代執
行が行われている。空き家特措法に基づく指導等は訪問等
を行い、直接話し合いを行っている。本市における特定空
き家に対する対応の参考としたい。

参  加  者

研  修  先

研  修  日

研修内容 コストコ誘致について

総　    括

群馬県明和町、コストコ群馬明和倉庫店

令和５年10月13日（金）

　明和町は東北自動車道の舘林ICに近接し、近県３県と隣
接している（20ｋｍ圏内190万人）。その条件から商業施設
の誘致を推進。町民には入会時会員券3000円を補助、交通
渋滞は開店当時２～３か月でその後はない。周辺商業施設
への影響もほぼ少ない現状である。

新政南アルプス新政南アルプス
代表：村松 三千雄
　　　飯野 多惠子、三木 充、
　　　有野 一成、清水 重仁

参  加  者

研  修  先

研  修  日

研修内容

　～統一地方選挙の検証と地方議会の課題～

　・基調講演⇒躍動的でワクワクする市議会に

　・パネルディスカッション
　　　　　　　⇒統一地方選挙の検証と地方議会の課題

　・課題討議⇒議員のなり手不足問題への取組報告

総　    括

全国市議会議長会研究フォーラム in 北九州
（西日本総合展示場）

令和５年10月25日（水）～ 26日（木）

　２日間にわたる討議では、議員のなり手不足問題から、
地方議会では住民参加の議会討議や多様性を重視した議員
の育成の取り組みが必要であるなど、充実した研修であり
ました。
　特に、北海道登別市議会の辻議長の、住民自治の実現に
向けて多様な価値観が反映される議会をつくるため、私た
ち自身が "次世代の地域リーダー・思いを持つ人材の発掘 "
に向け、地方議員養成講座に取り組んでいる話には、説得
力があり、改めて、議会の存在意識は市民の多様な声を反
映することと、議会・議員意識の変革が求められているこ
とを強く感じました。

会場前にて和装姿のコンシェルジュと共に

飯野久議長は市議会代表として参加しました

政務活動報告



政務活動報告

未来創政の会 南   風未来創政の会 南   風

参  加  者
代表：矢﨑 俊秀
　　　斉藤 諭

参  加  者

会  　  場

開  催  日

　第 1部　内藤多仲博士に学んだエピソード
　　　　　講師　齊藤 康弘 氏
　第 2部　南アルプス市木造住宅耐震化推進事業の現況
　　　　　講師　市建設部管理住宅課 課長　石川 博文 氏
　第 3部　木造住宅の2000年問題
　　　　　講師　一般社団法人東京都建築士事務所協会
　　　　　　　　木造耐震2000年問題WG主査
　　　　　　　　臼井 勝之 氏

講座内容

市民や建築生産関係者他  49名

櫛形生涯学習センター研修室

　今まで安全とされた昭和56年6月1日以降から平成12年
６月１日の改正建築基準法施行までの間に建築された木造
住宅は、耐震性能が大きく不足することが判明しましたが、
多くの市民は安全であるとの誤認識にあります。このため、
東京都建築士事務所協会から講師として臼井勝之氏を招い
て「木造住宅の安全性について」市民講座を開催しました。
なお、当日は市建設部管理住宅課から、南アルプス市木造
住宅耐震化推進事業の現状が報告された他、本市出身の耐
震工学の先駆者である内藤多仲博士に学んだエピソードが
市内の齊藤康弘氏から紹介されました。この度の市民講座
は、多くの参加者があり、会派が市民と共に創るまちづく
りの新たな試みであることから、今後も様々な市民講座を
企画して「市民と共に創るまちづくり」のための議会活動
を進めてまいります。

代表：櫻田 力
　　　藤田 亜由未

研  修  先

研  修  日

研修内容

　「統一地方選挙の検証と地方議会の課題」をテーマに基
調講演・パネルディスカッション・ 事例発表等。地方議会
の現状・課題と将来の可能性や先進自治体の具体的な取り
組みについて。

総　    括

全国市議会議長会研究フォーラム in 北九州 
（西日本総合展示場）

令和５年10月25日（水）～ 26日（木）

　議員のなり手不足が全国的に課題となる中で、地方議会
の現状と今後のあり方について学んだ。まさに今、本市議
会が取り組む議会改革の根幹の課題と繋がる内容であっ
た。
　なり手不足の原因は多くあるが、議員の仕事が特異なも
のであるとの世間の先入観や議員の仕事そのものが正しく
伝わっていないこと、また、公人であるという理由で起こ
る、ハラスメントを含むトラブルは、選挙自体の古い体質
が変化しない、若手・新人・女性が入って来にくいが故に
新陳代謝が起こらない・・・という悪循環になっていると
のことであった。改善方法の一つとして、議員同士が活動
を共有し、情報交換することで、互いに支え合い活動をす
ること、また、コミュニティで「なり手を育てる」という
ことは、パネリストに共通する取り組みでもあり大変参考
になった。

参  加  者
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令和5年11月8日（水）午後2時から

会派主催による
木造住宅の強靭化を推進するための市民講座の報告

政務活動報告
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公 明 党公 明 党

代表：小池 伸吾
　　　齊藤 博明、河野 木綿子

研  修  先

研  修  日

研修内容 ①こんぴら歌舞伎によるまちおこしについて
②電子地域通貨「KOTOKA」について

総　    括

香川県琴平町役場

令和5年11月15日（水）

　琴平町では現存する日本最古の歌舞伎小屋である「旧金
比羅大芝居（金丸座）」を活用し松竹の歌舞伎俳優が出演
する「四国こんぴら歌舞伎大芝居」を上演するなど全国や
世界に琴平町を発信しており、また、電子地域通貨「KOT
OKAコトカ」を使って地元商店街の地域振興につなげてい
ました。高松市屋島山上交流拠点施設「やしまーる」では、
建設に至るまで行政が外部識者や市民とも10年に亘り意見
を交わしてきた経緯があり、市民と醸成した拠点づくりの
工程を感じました。善通寺市の「讃岐もち麦ダイシモチ」は、
第三セクターで経営して成功した事例であり、お酒や焼酎
の製品化も含め全国展開をしています。今回の視察で地域
活性化の鍵となる行政と市民が一体となった取り組みを学
び、今後の市政に活かして参りたいと思います。

参  加  者

議  会  活  動  報  告

10月20日

　総合計画とは、将来における本市のあるべき姿と進むべ
き方向についての基本的な指針であり、本市の最上位の計
画として位置づけられます。市では現在、第３次南アルプ
ス市総合計画（2025年～ 2034年）の策定に向けて作業を
進めていますが、議会においても、市の将来を左右する重
要な計画をより良いものとするため、この度、山梨県立大
学の佐藤文昭特任教授を講師として招き総合計画について
の研修を実施しました。総合計画の進行管理やEBPM（証拠
に基づく政策立案）などについての説明の後、多くの質疑・
意見が交わされました。

総合計画についての研修を実施

研  修  先

研  修  日

研修内容 屋島山上交流拠点施設整備事業について

香川県高松市屋島山上交流拠点施設「やしまーる」

令和5年11月16日（木）

研  修  先

研  修  日

研修内容「讃岐もち麦ダイシモチ」
地域ブランド化に向けた取り組みについて

香川県善通寺市役所

令和5年11月17日（金）

11月14日

　南アルプス市議会の飯野久議長が八田中学校の社会科授
業に講師として招かれ、議会の役割などについて説明しま
した。授業は体育館で行われ３年生56人が参加しました。
　「主権者教育」とは、「国や社会の問題を自分の問題とし
て捉え、自ら考え、自ら判断し、行動していく主権者を育
成していくこと」をいいます。私たち市議会は、地方自治
に携わる地方議会にできることとして、未来を担う若い
方々に積極的に社会参加していただくため、これからも主
権者教育に取り組んでいきたいと考えています。

中学校で主権者教育の授業
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　議会では、他の市町村の先進的な政策等を直接学ぶため、自分達の自治体の課題となっていること
について他の市町村に視察に行ったり、また他の自治体からの視察を受け入れたりしています。
　南アルプス市では 10 月から11 月の間に３市町村からの視察を受け入れましたので、その内容等に
ついてご報告いたします。

他市町村議会からの視察の受け入れ
概　要

　本市の姉妹都市である小笠原村の村議会議員８名が南アルプス
市役所を行政視察に訪れました。研修内容は「こども・子育て応
援宣言について」で、子育て支援課の職員が、本市がこれまで他
市に先駆けて積極的に行ってきた子育て支援策や、今年３月に
行った「こども・子育て応援宣言」について説明した後、質疑や
意見交換を行いました。
 　本市と小笠原村では立地や環境等は異なりますが、未来を担う
子どもたちに夢や希望に向かって健やかに成長してもらいたいと
いう思いを共有した上で、双方の実情や課題などについて多くの
質疑や意見が交わされました。

●10月16日（月） 東京都 小笠原村議会

　恵那市議会 リニア中央新幹線対策特別委員会の９名と恵那市職
員が南アルプス市役所を訪れました。恵那市では恵那峡SAスマー
トICが計画されていて、IC周辺のまちづくりの参考にしたいため、
本市の取り組みについて学びたいとの事でした。
　研修内容は「南アルプスIC周辺高度活用推進計画について」で、
南アルプスIC新産業拠点整備室の職員が同計画について説明しま
した。本市と恵那市とでは将来に向けた行政課題に共通する点が
あるため、説明後には、計画を作成するに至った経緯や計画の内
容などについて、多くの具体的な質疑が交わされました。

●10月27日（金） 岐阜県 恵那市議会

　長泉町議会の会派「新緑」の議員６名が、小水力発電事業を知
りたいとの事で、本市の取り組みについて視察に来られました。
　視察は、はじめに会議室で環境課の職員が金山沢川水力発電事
業について説明を行った後、現地において発電の様子を実際に見
てもらいました。水力発電は火力発電などと違い燃料がないため
発電時に二酸化炭素を発生させないクリーンなエネルギーであ
り、説明後には、発電された電力の用途、売電の有無などについ
て多くの質疑と意見が交わされました。

●11月14日（火） 静岡県 長泉町議会
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みなさまからの感想（抜粋）

●市民活動フェスタって？

●イベントありがとうございます。

●コミュニティバスの本数を増やしてください！

●市の発展のためによろしくお願いいたします。

●いろいろな活動があって楽しそう。

●市のためにいつもいろいろありがとうございます。

●毎日、信玄橋で大渋滞に巻き込まれます（泣）

　どうか白根 IC から安めに

　乗れるとうれしいです！

　市議会応援してます！

　　→市民活動フェスタは、
　　　市民が主体となって企画運営する、
　　　見て！食べて！遊んで！学べる！
　　　市民活動の祭典です。

さまざまな市民団体が趣向を凝らしたブースを出展し、
日頃の活動の成果を発表しています。

 　市民活動フェスタの理念
　参加者が自主的、主体的に、企画立案、運営を行い、
　無理なく楽しい手作りイベントにする。
 　イベントの目的
　イベントを通じて団体同士の交流や、日頃の活動の
　成果発表を通じ、市民活動の啓発を推進し、これか
　らの共同のまちづくりを進める。

と び だ せ 議 会　　市民活動フェスタに参加しました。
11月11日（土）南アルプス市議会は、市民活動センター前滝沢川公園で開催された

「南アルプス市市民活動フェスタ 2023」に出展し、市民のみなさまとの交流を行いました。

●どんなことをしたの？
　　→市民活動フェスタに南アルプス市議会のブースを出展し、市民
　　　のみなさまとの交流を楽しみました。

　   クイズ 　南アルプス市に興味を持ち、南アルプス市をもっと好き
　　　　　　になってもらうため、ブースに来てくれた方に南アルプ
　　　　　　ス市に関する簡単なクイズを解いてもらいました。

　おしゃべり  クイズを解いてもらいながら、市のこと、議会への要望、
　　　　　　また他愛ないことなど、なるべくかしこまらない雰囲気
　　　　　　の中で市民のみなさまとの会話を楽しみました。

   　感想の記入  　議会ブースを訪れた感想、議会に対する要望など、　
　　　　　　　　議会に対する思いを、付箋に記入してもらいました。

   議員紹介パネル

●今後に向けて
　南アルプス市議会では、以前から市民のみなさまからの声を直接聞く必要性を感じておりましたが、ここ数年は新型コロナウイ
ルス感染症の影響もあり、なかなかそのような機会を設けることができませんでした。昨年からコロナも５類に移行し、人々の社
会生活における制限がなくなってきたことから、市民活動フェスタへの参加を企画しました。

  参加して感じたこと

　議会が単独でイベント等を開催しても、わざわざ議会だけのために会場に足を運んでくれる方は、残念ながらそう多くはないと
思います。今回、市民活動フェスタに出展したことにより、フェスタに来た方に「ついでに寄ってもらう」ことができ、多くの市
民の方々と交流を図ることができました。市民活動フェスタに参加して本当に良かったと思います。

  今後に向けて

　議員にとって、市民活動フェスタという和やかな雰囲気の中で、市民のみなさまと対面で交流することができたことは、とても
いい経験となりました。来ていただいた市民の方々にとっても、議員との交流がプラスの経験となっていただいていれば幸いです。
今後も、市民のみなさまと議会が気軽に交流できる場を作っていきたいと思います。

議員による手作りの議員紹介パネルを掲示しまし
た。まちづくりに対する各議員の思いを知ることを
きっかけに、市政や地方自治に興味をもっていただ
ければ幸いです。



南アルプス市議会だより No.83　 20

発行者  南アルプス市議会　〒400-0395  山梨県南アルプス市小笠原 376　
　　　　TEL  055-282-6452   　FAX  055-282-6459

南アルプス
市議会だより

No.83

URL  https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/gikai/

みなさんの傍聴をお待ちしております！
　　事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第１回定例会の会期予定
２月 22日…………………本会議（初日）
２月 26日 ～ 29日…………………委員会
３月  ５日 ～  ６日………代表・一般質問
　    ８日 ～14日…………………委員会
　　 21日………………本会議（最終日）
※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式 
　に決定されます。（日程が変更になる可能性
　があります。）
●第４回定例会の傍聴者数：31人
※報道関係者7人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　私は旧白根町百々に暮らして45年以上経ちます。地域ではいつの間にか長老？と呼ばれる立
場になりました。この間、町政、市政に間接的に携わらせて頂きました。旧白根町時代は比較的、
狭い地域であることもあり、地区の意見が直接町政につながる機会が多くあったように思いま
す。町村合併の弊害なのか、南アルプス市になってからは地区出身の市議会議員が居る地区と
居ない所では地区の要望が届く事に格差がある気がします。
　そこで提案ですが、各年代別に市民の声を聞く会などを開いては頂けないでしょうか。
　また、高齢化社会を迎える中、これまでの経験、知識と知恵を持った元気な高齢者の方々が
たくさんおられます。その力を活かす取り組み、例えば最近なり手の無い自治会役員などのサ
ポート等の役職を設け、大いにその方を活用して地域の支えになって頂いたらと考えます。
　終わりに市民の声が市政にしっかり届く、更なる市議会の活動をお願いします。

廣田  政一 さん
（地区／百々）

東條  陽士 さん
（地区／曲輪田）

　定年を機に川崎市から生まれ育った南アルプス市に転居しました。私は15年ほど前から、父
を看護する母のサポートで帰省する折々に、南アルプス市の素晴らしさを実感してきました。
　多くの方が第一に挙げる「豊かな自然環境」と並んで素晴らしいと思っているのは、「笑顔
あふれるじじばばパワー」です。私の実家あたりでも90歳前後の方が体力に合わせながら元気
に畑に出て、仕事のかたわら毎日楽しそうに会話をしています。
　そんな元気なじじばばが、新鮮な作物のみならず物心様々な方法で次の世代をサポートして
います。若者の過労死等、悲しい事件も多い世相ですが、私も「笑顔あふれるじじばば」の励
ましのバトンを受け継いでいきたいと思います。

編集後記
　「飛びだせ議会！」を目指し、初めて昨年「市民活動フェスタ」に市議会ブー
スを設けました。写真付きの議員の紹介パネルを展示し、簡単な市のシンボ
ルや文化財など紹介するアンケートも用意したところ、当日は 200 人を超え
る方々に立ち寄って頂きました。現在、議会は「議会の見える化」を図る事
と市民の声を反映した政策を実現するため広報広聴委員会を設置しました。
今回のフェスタでの実行委員も広報広聴委員会の代表で準備を進めたところ
です。本年も広報活動の活発化と共に「市議会だより」が市民に親しまれる
議会情報誌として、創意工夫して参ります。

委員長／河野 木綿子　　副委員長／藤田 亜由未
委　員／保坂 健、飯野 多惠子、三枝 守和、北村 千代子、斉藤 諭、
　　　　小林 敏徳    （保坂 広人、村松 三千雄、小池 伸吾）

議会だより
編集委員会
（広報部会）

市民から  ひ・と・こ・と 募集中

市議会に対するご意見やご感想を
お気軽にお寄せください。

　【提出先】

〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
 FAX：055-282-6459

辰

　この度の能登半島地震によりお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災された皆様
に心よりお見舞い申し上げます。私たち南アルプス市議会は、本市の姉妹都市であります石川県穴水町に、
本市議会として義援金を送らせていただくことといたしました。被災地の一日も早い復興を心よりお祈り
申し上げます。

能登半島地震について
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